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倉田なお
み 

1. 薬は芸術品！
薬の知らない
知識 

2. 摂食嚥下障害
時の服薬の現
状と問題点 

3. 食事状況に合
わせた最適な
剤形選択（経
管投与の場
合） 

4. 服薬に難渋し
た時の例と解
決策（アルゴ
リズムを使っ
て） 

 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

秋下雅弘 薬の効果に関する
留意点・問題点 

1. ポリファーマ
シー 

2. 薬剤性嚥下障
害 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

鈴木慶介 1. 錠剤をつぶす
ことにより起
こる問題点、
薬の効果に関
する留意点・
問題点  

2. 食事状況に合
わせた最適な
剤形（経口投
与の場合） 

3. 多職種の連携 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

大河内二
郎 

1. 介護施設にお
ける服薬の現
状（アンケー
ト調査含む） 

2. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職
種の対応（介
護者） 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 
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肥田典子 口腔内残留に関す
る調査報告 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

西村美里 1. 食事介助で気
づく摂食嚥下
障害時のサイ
ン 

2. 食形態と介助
法 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職
種の対応（看
護師） 

4. 多職種連携シ
ート 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

柴田斉子 1. 医師が気付く
摂食嚥下障害
のサイン 

2. 摂食嚥下障害
の病態と原因 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか（PT,O
T,ST） 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 

戸原玄 

中川量晴 

1. 歯科医が気付
く摂食嚥下障
害のサイン 

2. 口腔状況から
見た摂食嚥下
障害の原因 

3. アルゴリズム
をどのように
使うか、各職
種の対応（歯
科医師） 

4. 口腔ケア 

倉田なおみ 介護施設・在
宅医療のため
の「食事状況
から導く、薬
の飲み方ガイ
ド」 

㈱社会保
険研究所 

東京 2022年
夏～秋
（予定） 

作成中 
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